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尼崎市支え合いを育む人づくり支援事業 教育·研究活動事業実績報告書 

 

教育・研究活動名 絵本を通して防災理解を広めるプロジェクト 

申請大学・高校等名 

大学・高校等
名 

関西国際大学 

活動 
グループ名 

児童文化研究会 
参加学生 
等人数 

  24人 

指導責任者名 
及び連絡先 

学部・学科等
名称 

教育学部教育福祉学科 

責任者氏名 椋田善之 
連絡先 
電話番号 

   

E-mail  

協働する市民活動団
体及び代表者名 

団体名 紙芝居サークルどんぐりの会 

代表者氏名 中嶋 裕子 
連絡先 
電話番号 

 
F 

E-mail  

協働する市民活動団
体及び代表者名 

団体名 読み聞かせグループ ハートフリー 

代表者氏名 今福様 
連絡先 
電話番号 

 

E-mail  

 
 

教育・研究活動

目標 

保育士・幼稚園教諭・小学校教諭等を目指す者として、地震などの災害が起こっ

た際、子どもの命を守り抜くことを今一度、検討していく必要がある。日頃から子

どもに向けての絵本などを通して防災の知識を伝えていくことによって、いざとい

う時に動けるようになり、保護者も安心して保育所・幼稚園・小学校に子どもを預

けることができる要因の一つになる。保育所のみでなく、地域（大学近隣）の子ど

もたちに向けて防災に関する絵本を読み聞かせることによって、子どもはもちろ

ん、保護者の防災に対する備えや認識も高めていくことを目的とする。 

このような活動を通して、保育園・幼稚園・小学校段階の子どもを取り巻く「今日

的課題」について検討するとともに、子どもへの関わり方、子どもの心身の発達段

階における幼児教育・小学校教育の役割について学習する。 

 

 

 

 

 
 

活動内容及び

実績、評価 

（活動内容及び実績） 

 保育所のみでなく、地域（大学近隣）の子どもたちに向けて防災に関する絵本を読み聞か

せる予定だったが、コロナの影響により、学外活動が自粛されていたため、クラブ活動、交

流を伴う課外活動が延期となり、行えていない。そのような中、ハートフリー様とどんぐり

の会様との交流は1/21と1/26にそれぞれ実施できた。交流では、絵本や紙芝居の作成の仕方

から、手遊び、紙芝居の読み聞かせのポイントなど、これからのイベント実施に向けて、と

ても有意義な時間となった。いただいたアドバイスは次回のイベントで生かす予定で、今

後、一緒に紙芝居の作成をしていく予定も立てている。 
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さらに、2/26には「おだらぶ雑談会」においてそれまでの活動報告を行い、参加者の皆様

と交流を行った。その際、お越しになっていた参加者の方との今後の交流の提案も同時に行

った。 

現在、4/9にアミング潮江商店街でのイベント活動の許可が下ったため、コロナ禍でも子

どもたちに楽しんでもらえるよう、紙芝居やペープサート・おもちゃ作りのイベントを用意

している。紙芝居は、地域防災に向けた意識を子どもたちに持ってもらえるよう、「にげて

にげてつなみがくるよ！」を選んでおり、絵本サークルのどんぐりの会様やハートフリー様

との交流の成果を示したい。そして、当日はどんぐりの会様やハートフリー様も会場にお越

しいただき、読み聞かせをみていただいて、コメントをいただく予定となっている。 

（評価） 

① 学生等 

 4/9のイベント実施の実現に向けての準備はもちろんのこと、コロナ禍でもイベントを可

能にするため、２週間前からの行動記録を取るための検温表の作成や、消毒液の準備、検温

器の確保などに務めた。また、交流したどんぐりの会様やハートフリー様のアドバイスの内

容をメモし、部員全員で共有を行った。 

② 市民活動団体の活動者 

 1/21と1/26に交流会を行ったところ、それぞれの団体からは学生の熱心さに感銘を受け、

今後も交流していきたいということをお伝えいただいた。アミング潮江商店街の関係者の皆

さまも部活に所属している学生たちの意識の高さに驚いておられた。今後、一緒に網芝居や

絵本の作成を通して、交流を深めていきたい。4/9のイベントでの評価も行う予定となって

いる。 

③ 指導教員の視点を踏まえて 

 コロナの影響により、想定していた活動を達成できていないことは多くある。特にイベン

トはそのほとんどが中止されたため、なんとか４月のイベントについては実施したい。その

ような中でも、地域の方との交流が持てたことは非常に大きかった。学生たちのモチベーシ

ョンは中止により下がる一方だったため、交流によって、モチベーションが上がったことは

非常によかったと感じる。特にこれまで現場で行ってこられた団体の方からのコメントは具

体的かつ、理論に基づいた内容で、学生たちはアドバイスに目を輝かせていた。イベントに

向けて準備をしている姿もその後は一遍した。そのこともあり、学生たちの地域に貢献して

いきたいという思いは、より強くなり、学生からの強い要望からアミング潮江商店街の皆さ

まに場所の提供をお願いし、4/9にイベントを実施させていただく流れとなった。 

 

※報告書の内容及び掲載写真は、市HP等の市の発行する媒体への掲載される場合がありますので、事前に学生等 

の同意を得た上で、提出をお願いします。


